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(57)【要約】
【課題】ユーザが必要なアプリケーションを容易に選択
して実行させることができる通信端末を提供する。
【解決手段】通信端末５０が、集積アプリケーションプ
ログラムを実行すると、ユーザの操作部５４０に対する
操作や、推薦情報取得部５１２が取得した推薦情報に基
づいて選択したサービスアプリケーションプログラム２
２１のアイコンを第１ページに表示し、それ以外のサー
ビスアプリケーションプログラム２２１のアイコンを第
２ページに表示する。第１ページに表示されているアイ
コンをユーザが選択操作したことを検知すると、そのア
イコンに対応するサービスアプリケーションプログラム
２２１を実行する。第１ページに表示しているアイコン
は、そのアイコンのサービスアプリケーションプログラ
ム２２１を一定期間実行しなかった場合には、アイコン
サイズを小さくし、更に一定期間実行しなかった場合に
は、第２ページに表示変更する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶手段と、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手段と、
　第１の表示ページと第２の表示ページを有し、前記第１の表示ページと前記第２の表示
ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替えが可能であり、前記複数のアプ
リケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１の表示ページと前記第２の
表示ページの一方に表示する表示手段と、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手段と、を有する通信端末であって、
　前記表示手段は、前記受信手段で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーシ
ョンのアプリケーション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケ
ーション指標を前記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する
、
ことを特徴とする通信端末。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、当該アプリケーション
のアプリケーション指標を前記第１の表示ページから消滅させて、前記第２の表示ページ
に表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、前記アプリケーション
指標の大きさを小さくし、更に所定の期間実行されなかった場合には、当該アプリケーシ
ョンのアプリケーション指標を前記第１の表示ページから消滅させて、前記第２の表示ペ
ージに表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが実行された頻度を取得し、前記実行された頻度の高いプログラ
ムのアプリケーション指標の大きさを大きくし、前記実行された頻度の低いプログラムの
アプリケーション指標の大きさを小さくする、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項５】
　前記記憶手段は、前記通信端末の主たるユーザを識別する主ユーザ情報と、前記主たる
ユーザ以外の者であって前記主たるユーザが承認する第三者を識別する第三者情報を更に
記憶し、
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに、前記主ユーザ情報に対応する主ユーザ指標
と、前記第三者情報に対応する第三者指標を更に表示し、前記主ユーザ指標又は前記第三
者指標は、ユーザの操作に基づいて、前記第１の表示ページにおいて移動させることが可
能であり、
　前記アプリケーション実行手段は、前記表示手段が、前記主ユーザ指標又は前記第三者
指標を前記アプリケーション指標のいずれかに接触させるように移動させた場合に、当該
アプリケーション指標が示すアプリケーションのプログラムを前記主ユーザ情報又は前記
第三者情報を用いて実行させる、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項６】
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　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶手段と、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手段と、
　第０の表示ページと第１の表示ページと第２の表示ページを有し、前記第０の表示ペー
ジと前記第１の表示ページと前記第２の表示ページのいずれか１ページを表示し他のペー
ジを非表示とする表示の切り替えが可能であり、前記複数のアプリケーションを示すアプ
リケーション指標をそれぞれ前記第０の表示ページと前記第１の表示ページと第２の表示
ページのいずれか１ページに表示する表示手段と、
　前記第０の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手段と、を有する通信端末であって、
　前記受信手段で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリケー
ション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標を前
記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示し、ユーザの操作に基
づいて特定されたアプリケーションのアプリケーション指標を第１又は第２の表示ページ
に表示している場合には、当該アプリケーション指標を前記第１又は第２の表示ページか
ら消滅させて、前記第０の表示ページに表示する、
ことを特徴とする通信端末。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は第１の表示ページに表示したアプリケーシ
ョン指標が示すアプリケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、
当該アプリケーションのアプリケーション指標を前記第０の表示ページ又は第１の表示ペ
ージから消滅させて、前記第２の表示ページに表示する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の通信端末。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は第１の表示ページに表示したアプリケーシ
ョン指標が示すアプリケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、
前記アプリケーション指標の大きさを小さくし、更に所定の期間実行されなかった場合に
は、当該アプリケーションのアプリケーション指標を前記第０の表示ページ又は第１の表
示ページから消滅させて、前記第２の表示ページに表示する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の通信端末。
【請求項９】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は前記第１の表示ページに表示したアプリケ
ーション指標が示すアプリケーションのプログラムが実行された頻度を取得し、前記実行
された頻度の高いプログラムのアプリケーション指標の大きさを大きくし、前記実行され
た頻度の低いプログラムのアプリケーション指標の大きさを小さくする、
　ことを特徴とする請求項６に記載の通信端末。
【請求項１０】
　前記記憶手段は、前記通信端末の主たるユーザを識別する主ユーザ情報と、前記主たる
ユーザ以外の者であって前記主たるユーザが承認する第三者を識別する第三者情報を更に
記憶し、
　前記表示手段は、前記第０の表示ページに、前記主ユーザ情報に対応する主ユーザ指標
と、前記第三者情報に対応する第三者指標を更に表示し、前記主ユーザ指標又は前記第三
者指標は、ユーザの操作に基づいて、前記第０の表示ページにおいて移動させることが可
能であり、
　前記アプリケーション実行手段は、前記表示手段が、前記主ユーザ指標又は前記第三者
指標を前記アプリケーション指標のいずれかに接触させるように移動させた場合に、当該
アプリケーション指標が示すアプリケーションのプログラムを前記主ユーザ情報又は前記
第三者情報を用いて実行させる、
　ことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の通信端末。
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【請求項１１】
　前記記憶手段は、各アプリケーションのプログラム実行の可否を判定するために用いる
認証情報を更に記憶し、
　前記アプリケーション実行手段は、アプリケーションのプログラムを実行する時に、当
該アプリケーションの前記認証情報を前記記憶手段から取得し、取得した前記認証情報を
用いて当該アプリケーションの認証処理を実行する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４、６乃至９のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項１２】
　前記記憶手段には、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報それぞれに対応して、各アプ
リケーションのプログラム実行の可否を判定するために用いる認証情報を更に記憶し、
　前記アプリケーション実行手段は、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報を用いてアプ
リケーションのプログラムを実行する時に、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報に対応
する、当該アプリケーションの認証情報を前記記憶手段から取得し、取得した前記認証情
報を用いて当該アプリケーションの認証処理を実行する、
　ことを特徴とする請求項５又は１０に記載の通信端末。
【請求項１３】
　前記アプリケーション実行手段は、前記認証情報を前記記憶手段から取得する前に、前
記認証情報の取得を許可するか否かを判定するためにユーザに所定の操作をすることを促
す画面を前記表示手段に表示させ、それに対するユーザの操作が予め定めた操作であった
場合に前記認証情報を前記記憶手段から取得する、
　ことを特徴とする請求項１１又は１２に記載の通信端末。
【請求項１４】
　前記受信手段は、前記複数のアプリケーションのアプリケーション指標を表示する優先
度を示す優先度情報を前記サーバから受信し、
　前記表示手段は、前記優先度情報に基づいて、前記優先度の高いアプリケーション指標
の大きさを大きくするか又は表示位置を画面の上方とし、前記優先度の低いアプリケーシ
ョン指標の大きさを小さくするか又は表示位置を画面の下方とする、
　ことを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項１５】
　前記アプリケーション実行手段は、前記主ユーザ指標を前記第三者指標のいずれかに接
触させるように移動させた場合に、予め定めたメッセージデータ又は画像データを前記第
三者の通信端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項５又は１０に記載の通信端末。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の通信端末と、
　前記通信端末に、複数のアプリケーションのプログラムと、前記複数のアプリケーショ
ンの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を送信するサーバと、
　を有するアプリケーション配信システムであって、
　前記サーバは、前記通信端末から要求があったときに、前記通信端末に、新規のアプリ
ケーションのプログラムあるいは更新されたアプリケーションのプログラム、又は、前記
推薦情報を前記通信端末に送信する、
　ことを特徴とするアプリケーション配信システム。
【請求項１７】
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶ステップと、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信ステップと、
　第１の表示ページと第２の表示ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替
えを行い、前記複数のアプリケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１
の表示ページと前記第２の表示ページの一方に表示する表示ステップと、
　前記受信ステップで受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリ
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ケーション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標
を前記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する指標表示変更
ステップと、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行ステップと、
　を有することを特徴とするアプリケーション実行方法。
【請求項１８】
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶するコンピュータに、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手順と、
　第１の表示ページと第２の表示ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替
えを行い、前記複数のアプリケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１
の表示ページと前記第２の表示ページの一方に表示する表示手順と、
　前記受信手順で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリケー
ション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標を前
記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する指標表示変更手順
と、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手順と、
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信端末、通信端末にアプリケーションを配信するアプリケーション配信シ
ステム、通信端末におけるアプリケーション実行方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話、スマートフォン、タブレット型端末など、携帯可能な小型の通信端末
が数多く利用されている。これらの通信端末は、電話やメール通信を行うだけでなく、様
々なアプリケーションのプログラムを配信するサーバから任意のアプリケーションのプロ
グラムをダウンロードして実行することができる。
【０００３】
　通信端末で実行するアプリケーションのプログラムはインターネット上に多数存在し、
また、自己の通信端末へのダウンロードも容易に実行できるため、通信端末に多くのアプ
リケーションがインストールされている状態があり得る。また、類似するアプリケーショ
ンも多く存在し、機能が重複したアプリケーションが同時にインストールされている場合
もある。
【０００４】
　このような場合、ユーザによるアプリケーションの管理が複雑になり、ユーザの負担が
大きくなる。この問題に対して、ユーザに適したアプリケーションを推薦する技術も存在
する（例えば特許文献１、２）。
【０００５】
　特許文献１には、情報処理装置において、ユーザのプロファイルや機器のプロファイル
、又は他のユーザのアプリケーションの実行履歴等に基づいて、当該情報処理装置やユー
ザに最適なアプリケーションを選択して推薦する技術が記載されている。また、特許文献
２には、アプリケーション配信サーバが、ユーザが所有しているアプリケーションと同一
又は類似する機能を有するアプリケーションを特定しその中から過去の配信実績等に基づ
いて選択したアプリケーションをユーザに推薦する技術が記載されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－１５７２０７号公報
【特許文献２】特開２０１２－５８９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　通信端末にインストールするアプリケーションの中には、企業がユーザに提供するサー
ビスの一環として機能するものもあり、サービスの種類に応じてアプリケーションの種類
も数多く存在する。
【０００８】
　特許文献１、２に記載の技術に基づいて、ユーザに適したアプリケーションを推薦した
り、１種類につき１アプリケーションとなるように推薦するようにしてもなお、アプリケ
ーションの種類は数多くあり、通信端末にインストールした全てのアプリケーションの存
在や機能を把握するのは困難である。
【０００９】
　また、特許文献１、２に記載の技術は、ユーザ本人又は他のユーザがインストールした
実績のあるアプリケーションや、それと同等の機能を有するアプリケーションを推薦する
ものであるため、新規なサービスに関連するアプリケーション等は、推薦する対象に入り
にくかった。このため、ユーザが新規なアプリケーションを有効に活用できないという問
題もあった。
【００１０】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、ユーザが必要なアプリケーションを
容易に選択して実行させることができる通信端末等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る通信端末は、
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶手段と、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手段と、
　第１の表示ページと第２の表示ページを有し、前記第１の表示ページと前記第２の表示
ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替えが可能であり、前記複数のアプ
リケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１の表示ページと前記第２の
表示ページの一方に表示する表示手段と、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手段と、を有する通信端末であって、
　前記表示手段は、前記受信手段で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーシ
ョンのアプリケーション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケ
ーション指標を前記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する
、
ことを特徴とする。
【００１２】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、当該アプリケーション
のアプリケーション指標を前記第１の表示ページから消滅させて、前記第２の表示ページ
に表示するようにしてもよい。
【００１３】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
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ケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、前記アプリケーション
指標の大きさを小さくし、更に所定の期間実行されなかった場合には、当該アプリケーシ
ョンのアプリケーション指標を前記第１の表示ページから消滅させて、前記第２の表示ペ
ージに表示するようにしてもよい。
【００１４】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが実行された頻度を取得し、前記実行された頻度の高いプログラ
ムのアプリケーション指標の大きさを大きくし、前記実行された頻度の低いプログラムの
アプリケーション指標の大きさを小さくするようにしてもよい。
【００１５】
　前記記憶手段は、前記通信端末の主たるユーザを識別する主ユーザ情報と、前記主たる
ユーザ以外の者であって前記主たるユーザが承認する第三者を識別する第三者情報を更に
記憶し、
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに、前記主ユーザ情報に対応する主ユーザ指標
と、前記第三者情報に対応する第三者指標を更に表示し、前記主ユーザ指標又は前記第三
者指標は、ユーザの操作に基づいて、前記第１の表示ページにおいて移動させることが可
能であり、
　前記アプリケーション実行手段は、前記表示手段が、前記主ユーザ指標又は前記第三者
指標を前記アプリケーション指標のいずれかに接触させるように移動させた場合に、当該
アプリケーション指標が示すアプリケーションのプログラムを前記主ユーザ情報又は前記
第三者情報を用いて実行させるようにしてもよい。
【００１６】
　また、本発明の第２の観点に係る通信端末は、
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶手段と、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手段と、
　第０の表示ページと第１の表示ページと第２の表示ページを有し、前記第０の表示ペー
ジと前記第１の表示ページと前記第２の表示ページのいずれか１ページを表示し他のペー
ジを非表示とする表示の切り替えが可能であり、前記複数のアプリケーションを示すアプ
リケーション指標をそれぞれ前記第０の表示ページと前記第１の表示ページと第２の表示
ページのいずれか１ページに表示する表示手段と、
　前記第０の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手段と、を有する通信端末であって、
　前記受信手段で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリケー
ション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標を前
記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示し、ユーザの操作に基
づいて特定されたアプリケーションのアプリケーション指標を第１又は第２の表示ページ
に表示している場合には、当該アプリケーション指標を前記第１又は第２の表示ページか
ら消滅させて、前記第０の表示ページに表示する、
ことを特徴とする。
【００１７】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は第１の表示ページに表示したアプリケーシ
ョン指標が示すアプリケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、
当該アプリケーションのアプリケーション指標を前記第０の表示ページ又は第１の表示ペ
ージから消滅させて、前記第２の表示ページに表示するようにしてもよい。
【００１８】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は第１の表示ページに表示したアプリケーシ
ョン指標が示すアプリケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、
前記アプリケーション指標の大きさを小さくし、更に所定の期間実行されなかった場合に
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は、当該アプリケーションのアプリケーション指標を前記第０の表示ページ又は第１の表
示ページから消滅させて、前記第２の表示ページに表示するようにしてもよい。
【００１９】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は前記第１の表示ページに表示したアプリケ
ーション指標が示すアプリケーションのプログラムが実行された頻度を取得し、前記実行
された頻度の高いプログラムのアプリケーション指標の大きさを大きくし、前記実行され
た頻度の低いプログラムのアプリケーション指標の大きさを小さくするようにしてもよい
。
【００２０】
　前記記憶手段は、前記通信端末の主たるユーザを識別する主ユーザ情報と、前記主たる
ユーザ以外の者であって前記主たるユーザが承認する第三者を識別する第三者情報を更に
記憶し、
　前記表示手段は、前記第０の表示ページに、前記主ユーザ情報に対応する主ユーザ指標
と、前記第三者情報に対応する第三者指標を更に表示し、前記主ユーザ指標又は前記第三
者指標は、ユーザの操作に基づいて、前記第０の表示ページにおいて移動させることが可
能であり、
　前記アプリケーション実行手段は、前記表示手段が、前記主ユーザ指標又は前記第三者
指標を前記アプリケーション指標のいずれかに接触させるように移動させた場合に、当該
アプリケーション指標が示すアプリケーションのプログラムを前記主ユーザ情報又は前記
第三者情報を用いて実行させるようにしてもよい。
【００２１】
　前記第１の観点に係る通信端末又は前記第２の観点に係る通信端末において、
　前記記憶手段は、各アプリケーションのプログラム実行の可否を判定するために用いる
認証情報を更に記憶し、
　前記アプリケーション実行手段は、アプリケーションのプログラムを実行する時に、当
該アプリケーションの前記認証情報を前記記憶手段から取得し、取得した前記認証情報を
用いて当該アプリケーションの認証処理を実行するようにしてもよい。
【００２２】
　前記第１の観点に係る通信端末又は前記第２の観点に係る通信端末において、
　前記記憶手段には、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報それぞれに対応して、各アプ
リケーションのプログラム実行の可否を判定するために用いる認証情報を更に記憶し、
　前記アプリケーション実行手段は、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報を用いてアプ
リケーションのプログラムを実行する時に、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報に対応
する、当該アプリケーションの認証情報を前記記憶手段から取得し、取得した前記認証情
報を用いて当該アプリケーションの認証処理を実行するようにしてもよい。
【００２３】
　前記アプリケーション実行手段は、前記認証情報を前記記憶手段から取得する前に、前
記認証情報の取得を許可するか否かを判定するためにユーザに所定の操作をすることを促
す画面を前記表示手段に表示させ、それに対するユーザの操作が予め定めた操作であった
場合に前記認証情報を前記記憶手段から取得するようにしてもよい。
【００２４】
　前記受信手段は、前記複数のアプリケーションのアプリケーション指標を表示する優先
度を示す優先度情報を前記サーバから受信し、
　前記表示手段は、前記優先度情報に基づいて、前記優先度の高いアプリケーション指標
の大きさを大きくするか又は表示位置を画面の上方とし、前記優先度の低いアプリケーシ
ョン指標の大きさを小さくするか又は表示位置を画面の下方とするようにしてもよい。
【００２５】
　前記アプリケーション実行手段は、前記主ユーザ指標を前記第三者指標のいずれかに接
触させるように移動させた場合に、予め定めたメッセージデータ又は画像データを前記第
三者の通信端末に送信するようにしてもよい。
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【００２６】
　また、本発明の第３の観点に係るアプリケーション配信システムは、
　前記第１の観点に係る通信端末又は前記第２の観点に係る通信端末と、
　前記通信端末に、複数のアプリケーションのプログラムと、前記複数のアプリケーショ
ンの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を送信するサーバと、
　を有するアプリケーション配信システムであって、
　前記サーバは、前記通信端末から要求があったときに、前記通信端末に、新規のアプリ
ケーションのプログラムあるいは更新されたアプリケーションのプログラム、又は、前記
推薦情報を前記通信端末に送信する、
　ことを特徴とする。
【００２７】
　また、本発明の第４の観点に係るアプリケーション実行方法は、
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶ステップと、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信ステップと、
　第１の表示ページと第２の表示ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替
えを行い、前記複数のアプリケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１
の表示ページと前記第２の表示ページの一方に表示する表示ステップと、
　前記受信ステップで受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリ
ケーション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標
を前記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する指標表示変更
ステップと、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行ステップと、
　を有することを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明の第５の観点に係るプログラムは、
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶するコンピュータに、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手順と、
　第１の表示ページと第２の表示ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替
えを行い、前記複数のアプリケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１
の表示ページと前記第２の表示ページの一方に表示する表示手順と、
　前記受信手順で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリケー
ション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標を前
記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する指標表示変更手順
と、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手順と、
　を実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、ユーザが必要なアプリケーションを容易に選択して実行させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】実施形態に係るアプリケーション配信システムの構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態に係るアプリケーション配信システムにおけるデータのフローを説明す
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るための図である。
【図３】実施形態に係るアプリケーション配信サーバの内部構成を示すブロック図である
。
【図４】実施形態に係る通信端末の内部構成を示すブロック図である。
【図５】集積アプリケーションをダウンロードする手順を説明するための図である。
【図６】実施形態１に係るサービスアプリケーションリストと認証情報について説明する
ための図である。
【図７】実施形態１に係る集積アプリケーション実行時の画面を示す図である。
【図８】サービスアプリケーション実行時の画面を示す図である。
【図９】実施形態１に係る集積アプリケーション実行処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図１０】第１ページ表示処理の手順を示すフローチャートである。
【図１１】実施形態２に係る集積アプリケーション実行時の画面を示す図である。
【図１２】実施形態２に係る集積アプリケーション実行処理の手順を示すフローチャート
である。
【図１３】実施形態３に係る集積アプリケーション実行時の画面を示す図である。
【図１４】実施形態３に係る認証情報について説明するための図である。
【図１５】簡易送信機能を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　（実施形態１）
　以下、本発明の実施形態１について図１乃至１０を参照して詳細に説明する。
【００３２】
　本実施形態１に係るアプリケーション配信システム１は、通信端末５０にアプリケーシ
ョンプログラムを配信するシステムである。アプリケーション配信システム１は、図１に
示すように、企業サーバ１０、アプリケーション配信サーバ２０、基地局３０、ネットワ
ーク４０、通信端末５０から構成される。企業サーバ１０、アプリケーション配信サーバ
２０、基地局３０はネットワーク４０を介して互いに接続され、通信端末５０と基地局３
０は無線通信接続されている。ネットワーク４０は携帯電話網、インターネット網、ＬＡ
Ｎ等の任意のネットワークである。企業サーバ１０とサプリケーション配信サーバ２０と
、通信端末５０は、ネットワーク４０を介して、図２に示すようなデータの送受信を行っ
ている。
【００３３】
　企業サーバ１０は、ユーザが各企業のサービスを受けるために通信端末５０で実行する
サービスアプリケーションのプログラムを保有している。企業サーバ１０は、このプログ
ラムをアプリケーション配信サーバ２０に提供する（ステップＳ１）。１つの企業サーバ
１０が提供するサービスアプリケーションのプログラムは、１つでも複数でも良い。
【００３４】
　また、企業サーバ１０は、予めサービスを利用することができるユーザを事前登録して
いる場合には、そのユーザを識別するためのユーザＩＤやパスワード等の情報も保有する
。
【００３５】
　アプリケーション配信サーバ２０は、企業サーバ１０から提供を受けたサービスアプリ
ケーションのプログラムを格納する。また、通信端末５０上で、複数のサービスアプリケ
ーション集束し、複数のサービスアプリケーションから任意のサービスアプリケーション
を選択して実行させる機能を有するアプリケーションのプログラムを格納する。このアプ
リケーションは、複数のサービスアプリケーションを集積したような効果を与えるもので
あるため、以下、集積アプリケーション（Integrated Application：図中ＩＡＰと示す）
と呼ぶ。
【００３６】
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　通信端末５０は、携帯電話、スマートフォン、タブレット型端末等の小型の無線通信端
末であり、基地局３０、ネットワーク４０を介して、他の端末やサーバ等とデータ通信を
行う端末である。
【００３７】
　アプリケーション配信サーバ２０は、通信端末５０から、アプリケーションプログラム
のダウンロード要求があったときに（ステップＳ２）、アプリケーション配信サーバ２０
が保有するサービスアプリケーションや集積アプリケーションのプログラムを通信端末５
０に送信する（ステップＳ３）。通信端末５０は、サービスアプリケーションや集積アプ
リケーションのプログラムをアプリケーション配信サーバ２０からダウンロードし、イン
ストールする。
【００３８】
　また、アプリケーション配信サーバ２０は、各通信端末５０に対して、推薦するサービ
スアプリケーションを識別する推薦情報を送信する。アプリケーション配信サーバ２０は
、通信端末５０から、推薦情報の問い合わせがあったときに（ステップＳ４）、その通信
端末５０に対応する推薦情報があれば、その推薦情報を通信端末５０に送信する（ステッ
プＳ５）。
【００３９】
　また、アプリケーション配信サーバ２０は、通信端末５０から、アプリケーションの更
新情報の問い合わせがあったときに（ステップＳ６）、新規のサービスアプリケーション
のプログラムや、既存のアプリケーションの更新プログラム等の更新情報を通信端末５０
に送信する（ステップＳ７）。
【００４０】
　通信端末５０は、インストールしたサービスアプリケーションのプログラムを実行する
ことで、各企業サーバ１０にアクセスし、各企業サーバ１０から必要な情報を取得する。
この企業サーバ１０にアクセスする際、ログインが必要となる場合には、ユーザＩＤ、パ
スワード等を含む情報を送信してログイン要求を行う（ステップＳ８）、これに対し、企
業サーバ１０がログイン要求を認容した場合には、企業サーバ１０からサービスメニュー
を示す情報等が通信端末５０に送信される（ステップＳ９）。
【００４１】
　アプリケーション配信サーバ２０について、図３を参照して詳細に説明する。アプリケ
ーション配信サーバ２０は、図３に示すように、制御部２１０、記憶部２２０、通信部２
３０、操作部２４０を備えたサーバコンピュータから構成される。
【００４２】
　制御部２１０は、演算処理装置、内部メモリ等から構成され、記憶部２２０に記憶され
ている制御プログラムを実行することにより、サービスアプリケーションプログラム取得
部２１１、アプリケーションプログラム出力部２１２、ユーザ情報取得部２１３、推薦情
報生成部２１４等の各機能部として機能する。
【００４３】
　記憶部２２０は、ハードディスクなどの大容量記憶装置から構成され、サービスアプリ
ケーションプログラム２２１と、集積アプリケーションプログラム２２２と、ユーザ情報
２２３と、サービス利用者属性情報２２４を記憶する。また、記憶部２２０は、制御部２
１０で実行する制御プログラムも記憶する。
【００４４】
　サービスアプリケーションプログラム２２１は、各企業サーバ１０から受信したサービ
スアプリケーションのプログラムデータである。それぞれのサービスアプリケーションプ
ログラム２２１にはアプリケーションＩＤや保存日時が付され、通信端末５０の表示部に
表示させるアイコンの画像ファイルとともに記憶されている。
【００４５】
　集積アプリケーションプログラム２２２は、通信端末５０上で機能するプログラムであ
り、複数のサービスアプリケーションから任意のサービスアプリケーションを選択して実
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行させる機能を実現させるためのプログラムである。
【００４６】
　ユーザ情報２２３は、通信端末５０のユーザに関する情報であり、各通信端末５０から
受信して取得する。ユーザ情報２２３は、例えば、ユーザが通信端末５０に入力した生年
月日、性別、居住地域、配偶者の有無、子供の生年月日等の情報や、通信端末５０が自動
取得した通信端末５０の現在位置、サービスアプリケーションの実行履歴、交通案内アプ
リケーションの行き先や通過地点、メール等で使用した用語や絵文字等、任意の情報を含
む。また、ユーザ情報２２３は、各通信端末５０へ各サービスアプリケーションプログラ
ム２２１を送信した日時の情報も含む。
【００４７】
　サービス利用者属性情報２２４は、特定のサービスアプリケーションを主に利用する人
の属性を示す情報であり、企業サーバ１０よりサービスアプリケーションプログラム２２
１と共に受信してもよく、操作部２４０を操作してサーバの管理者が入力してもよい。
【００４８】
　通信部２３０は、所定の通信方式にて、企業サーバ１０、通信端末５０とデータの送受
信を行う。
【００４９】
　操作部２４０は、ユーザからの入力操作を受け付け、受け付けた入力に係る信号を制御
部２１０に出力する。操作部２４０は、文字キー、テンキー、方向キー、決定キー、ファ
ンクションキー等を含むキーボード等から構成される。
【００５０】
　以上のように構成されたアプリケーション配信サーバ２０の動作について、説明する。
【００５１】
　通信部２３０は、企業サーバ１０から送信されたサービスアプリケーションプログラム
２２１を、ネットワーク４０を介して受信する。制御部２１０のサービスアプリケーショ
ンプログラム取得部２１１は、通信部２３０が受信したサービスアプリケーションプログ
ラム２２１を、記憶部２２０に記憶させる。また、既に記憶部２２０にサービスアプリケ
ーションプログラム２２１として記憶しているものについて、企業サーバ１０から更新プ
ログラムを受信した場合は、記憶部２２０に記憶されているサービスアプリケーションプ
ログラム２２１を更新する。また、サービスアプリケーションプログラム２２１毎に最新
の保存日時を記憶しておく。
【００５２】
　アプリケーション出力部２１２は、通信端末５０から集積アプリケーションプログラム
２２２のダウンロードを要求する信号を受信した場合に、記憶部２２０からサービスアプ
リケーションプログラム２２１と、集積アプリケーションプログラム２２２を読み出し、
通信部２３０から、要求のあった通信端末５０に送信させる。また、各サービスアプリケ
ーションプログラム２２１に対応したアイコンの画像ファイルも通信部２３０から通信端
末５０に送信させる。このとき、アプリケーション出力部２１２は、記憶部２２０にサー
ビスアプリケーションプログラム２２１等を通信端末５０に送信した日時をユーザ情報２
２３として通信端末５０毎に記憶させる。
【００５３】
　また、アプリケーション出力部２１２は、通信端末５０からサービスアプリケーション
プログラム２２１の更新情報の問い合わせがあった場合には、ユーザ情報２２３に含まれ
る、その通信端末５０への前回のサービスアプリケーションプログラム２２１の送信日時
と、記憶部２２０に記憶されているサービスアプリケーションプログラム毎の保存日時を
照会し、その通信端末５０に前回サービスアプリケーションプログラム２２１を送信した
時よりも後に保存されたサービスアプリケーションプログラム２２１があった場合には、
そのプログラムやアイコン画像を通信部２３０から通信端末５０へ送信させる。
【００５４】
　また、通信部２３０は、通信端末５０から通信端末５０のユーザ情報２２３を受信し、
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ユーザ情報取得部２１３は、通信部２３０が受信したユーザ情報２２３を記憶部２２０に
、各通信端末５０の識別情報と対応させて記憶させる。
【００５５】
　推薦情報生成部２１４は、通信端末５０か推薦情報の問い合わせを受けると、記憶部２
２０に記憶されているサービス利用者属性情報２２４と、通信端末５０のユーザ情報２２
３を照合して、その通信端末５０に推薦するサービスアプリケーション２２１を識別する
アプリケーションＩＤを含む推薦情報を生成する。そして生成した推薦情報を、問い合わ
せを受けた通信端末５０に送信する。
【００５６】
　例えば、幼児音楽教室を運営する企業のサービスアプリケーションプログラム２２１に
係るサービス利用者属性情報２２４が、子供の年齢が３～５歳であることを含んでいると
する。これに対し、ある通信端末５０のユーザ情報２２３に含まれるユーザの子供の生年
月日から、子供の年齢が４歳であることが導き出される場合には、推薦情報生成部２１４
は、幼児音楽教室のサービスアプリケーションのアプリケーションＩＤを含む、その通信
端末５０宛の推薦情報を生成する。そして、通信部２３０がこのユーザの通信端末５０に
対して、生成した推薦情報を送信する。
【００５７】
　また、ある特定のＡ地域の観光バス会社が運営する企業のサービスアプリケーションプ
ログラム２２１に係るサービス利用者属性情報２２４が、ユーザの現在位置または、交通
案内アプリケーションの行き先がＡ地域であることを含んでいるとする。これに対し、あ
る通信端末５０のユーザ情報２２３に含まれるその通信端末５０の現在位置や、通信端末
５０の交通案内アプリケーションの行き先がＡ地域であることを示している場合には、推
薦情報生成部２１４は、観光バス会社のサービスアプリケーションのアプリケーションＩ
Ｄを含む、その通信端末５０宛の推薦情報を生成する。そして、通信部２３０がこのユー
ザの通信端末５０に対して、生成した推薦情報を送信する。
【００５８】
　また、サッカー観戦チケット販売を行う会社が運営する企業のサービスアプリケーショ
ンプログラム２２１に係るサービス利用者属性情報２２４が、メール等で頻繁に使用する
用語が「サッカー」であることや絵文字がサッカーボールであることを含んでいるとする
。これに対し、ある通信端末５０のユーザ情報２２３に含まれるメール等で頻繁に使用す
る用語が「サッカー」であり、絵文字がサッカーボールであった場合には、推薦情報生成
部２１４は、チケット販売会社のサービスアプリケーションのアプリケーションＩＤを含
む、その通信端末５０宛の推薦情報を生成する。そして、通信部２３０がこのユーザの通
信端末５０に対して、生成した推薦情報を送信する。
【００５９】
　次に、通信端末５０について、図４乃至１０を参照して詳細に説明する。通信端末５０
は、図４に示すように、制御部５１０、表示部５２０、記憶部５３０、操作部５４０、通
信部５５０を備える。
【００６０】
　まず、通信端末５０が、サービスアプリケーションプログラム２２１と集積アプリケー
ションプログラム２２２をアプリケーション配信サーバ２０からダウンロードし、インス
トールするためには、通信端末５０はアプリケーション配信サーバ２０宛にダウンロード
要求する信号を送信しなければならない。
【００６１】
　アプリケーション配信サーバ２０と通信接続するためには、アプリケーション配信サー
バ２０のＵＲＬ等の宛先情報を入手する必要がある。宛先情報を入手する方法は任意の方
法で良いが、例えば、図５（ａ）に示すような、広告６０に記載された二次元コード等を
通信端末５０に備えられたカメラで読み取ることでアプリケーション配信サーバ２０のＵ
ＲＬを取得することができる。
【００６２】
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　ここで、二次元コードが掲載された広告６０には、サービスアプリケーションの名前、
サービスアプリケーションプログラム２２１を提供する会社名、サービス内容等とともに
掲載されてもよい。
【００６３】
　通信端末５０にサービスアプリケーションプログラム２２１と集積アプリケーションプ
ログラム２２２をインストールすると、通信端末５０の各構成部は以下のように機能する
。
【００６４】
　制御部５１０は、演算処理装置、内部メモリ等から構成されるが、アプリケーション取
得部５１１、推薦情報取得部５１２、表示制御部５１３、サービスアプリケーション実行
部５１４、認証部５１５、ユーザ情報生成部５１７等の各機能部として機能する。
【００６５】
　表示部５２０は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等の表示デバイスから構
成され、図形、文字、記号などの情報表示出力を行う。集積アプリケーションプログラム
２２２を通信端末５０にインストールすると、図５（ｂ）に示すように集積アプリケーシ
ョンプログラム２２２のアイコン（ＩＡＰアイコン）が表示部５２０のメインページに表
示される。
【００６６】
　記憶部５３０は、フラッシュメモリ等の読み書き可能な不揮発性の半導体メモリから構
成され、サービスアプリケーションプログラム２２１や、それぞれのサービスアプリケー
ションプログラム２２１に対応したアイコン画像を記憶する。また、全てのサービスアプ
リケーションプログラム２２１について、アプリケーションＩＤを付してリストアップし
たサービスアプリケーションリスト５３２を記憶する。
【００６７】
　サービスアプリケーションリスト５３２は、図６（ａ）に示すように、アプリケーショ
ンＩＤ、サービスアプリケーションプログラム２２１のファイル名、画面に表示させるア
イコン画像のファイル名、アイコンを表示させる位置を示す表示ページ、アイコンのサイ
ズ、サービスアプリケーションプログラム２２１を最後に実行した日時を示す最終実行日
時の情報が、それぞれ対応付けて格納されている。
【００６８】
　また、記憶部５３０は、通信端末５０のユーザの認証情報５３３とユーザ情報２２３を
記憶する。認証情報５３３は、図６（ｂ）に示すように、サービスアプリケーションプロ
グラム２２１を実行する際にユーザ認証を要求するアプリケーションに対して、アプリケ
ーションＩＤとユーザ認証に必要となるユーザＩＤとパスワード等の情報とを互いに対応
付けて格納したものである。
【００６９】
　ユーザ情報２２３は、ユーザによる操作部５４０への情報入力やユーザの操作履歴等か
ら、生年月日、性別、居住地域、配偶者の有無、子供の生年月日、現在位置、サービスア
プリケーションの実行履歴、交通案内アプリケーションの行き先や通過地点、メール等で
使用した用語や絵文字等、任意の情報に基づいて、制御部５１０のユーザ情報生成部５１
６が生成した情報である。
【００７０】
　また記憶部５３０は、制御部５１０で実行する集積アプリケーションプログラム２２２
等の各種プログラムも記憶する。
【００７１】
　操作部５４０は、ユーザのアプリケーションの選択、実行指示等を受け付ける機能を有
し、例えば、方向キー、決定キー、ダイヤル、タッチパッド等から構成される。本実施形
態において、操作部５４０は、タッチパッドから構成される場合について説明する。つま
り、表示部５２０の画面上にタッチパッドが備えられ、画面に表示された画像内における
図形等の表示位置と、タッチパッド上の人間の指等が触れたことを検出した位置との関係
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に基づいて、操作部５４０は操作入力を受け付ける。
【００７２】
　通信部５５０は、所定の通信方式にて、企業サーバ１０、アプリケーション配信サーバ
２０とデータの送受信を行う。
【００７３】
　以上のように構成された通信端末５０の動作について、説明する。
【００７４】
　集積アプリケーションプログラム２２２がインストールされた通信端末５０において、
ユーザが集積アプリケーションプログラム２２２を実行させるためには、図７（ａ）のよ
うに、メインページに表示された集積アプリケーションプログラム２２２のアイコンをタ
ッチする。図中、斜線を引いたアイコンは、タッチされた状態を示す。集積アプリケーシ
ョンプログラム２２２が実行されると、図７（ｂ）、（ｃ）に示すような第１ページ５２
と第２ページ５３が重なっていることを示す態様で画面表示される。
【００７５】
　第１ページ５２にはユーザが使用するために選択したサービスアプリケーションプログ
ラム２２１や、アプリケーション配信サーバ２０から受信した推薦情報を元に選択された
サービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンが表示され（図７（ｂ））、第２
ページ５３には、その他の全てのサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコン
が表示される（図７（ｃ））。サービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンは
、サービスアプリケーションプログラム２２１に係るサービスのロゴ等を意匠化した指標
であり、アイコンの画像ファイルは、サービスアプリケーションプログラム２２１ととも
にアプリケーション配信サーバ２０よりダウンロードされ、記憶部５３０に記憶されてい
る。そして、サービスアプリケーションリスト５３２で、アイコンの画像ファイルとサー
ビスアプリケーションプログラム２２１とが対応付けられている。
【００７６】
　集積アプリケーションプログラム２２２の実行時において、通常は第１ページ５２が画
面表示されている。
【００７７】
　第１ページ５２が表示されているときには、表示されているサービスアプリケーション
プログラム２２１のアイコンのいずれかをユーザがタッチすることにより、そのサービス
アプリケーションプログラム２２１を実行することができる。プログラムが実行されると
、そのサービスアプリケーションプログラム２２１を提供している企業サーバ１０に接続
し、情報を送受信することとなる。
【００７８】
　ここで第１ページに表示されているアイコンのサービスアプリケーションプログラム２
２１が、一定の期間実行されなかった場合は、図７（ｂ）に示す「観光バス」アイコンの
ように、アイコンのサイズが小さくなる。更に一定の期間実行されなかった場合には、第
１ページ５２から消去されて、第２ページ５３に表示されることとなる。
【００７９】
　画面に第１ページ５２が表示されているときに、一時的に第２ページ５３を表示させる
ことができる。第２ページ５３を表示させるためには、画面右下のページの端部を示した
箇所をタッチする。
【００８０】
　ユーザが画面右下のページの端部をタッチすると、図７（ｃ）のように、第２ページ５
３が一定時間表示される。第２ページ５３を表示する際には、毎回あるいは一定期間毎に
アプリケーション配信サーバ２０にサービスアプリケーションプログラム２２１の更新情
報が無いか問い合わせる。更新情報があれば、更新プログラムやアイコン画像をダウンロ
ードし、更新されたサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンも含めて第２
ページ５３に表示される。
【００８１】
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　第２ページ５３に表示されているアイコンのサービスアプリケーションプログラム２２
１を実行させたい場合には、そのサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコン
を第１ページ５２に移動させる必要がある。第２ページ５３を表示させている時に、その
サービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンをタッチすると、図７（ｄ）のよ
うなサブメニュー５４が表示され、そのサブメニュー５４から第１ページに表示変更する
ことを選択すると、そのアイコンは第１ページ５２に表示され、第２ページ５３からは消
去される。
【００８２】
　第１ページ５２に表示されているアイコンのサービスアプリケーションプログラム２２
１を実行したときの動作を図８の例で説明する。
【００８３】
　図８は、サービスアプリケーション実行部５１４が、第１ページ５２に表示されていた
「宅配」アイコンが示す、宅配サービスを提供する企業のサービスアプリケーションプロ
グラム２２１を実行した場合を示している。図８（ａ）に示すように、「宅配」と表示さ
れたサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンをユーザがタッチ操作すると
、図８（ｂ）に示すようなログイン画面が表示される。ここでは、端末暗証番号等入力す
ることを促す画面が表示され、それに対するユーザの入力が予め設定された入力と同じで
あった場合には、認証情報５３３の参照が認容される。認証部５１５は記憶部５３０に予
め記憶している認証情報５３３を参照して、必要な認証情報５３３を企業サーバ１０に送
信する。企業サーバ１０において認証が成功すると、図８（ｃ）に示すようなサービスメ
ニューが表示部５２０に表示される。これに対してユーザが操作することにより、集荷や
再配達を依頼したり、配送状況の確認をするというサービスを受けることができる。
【００８４】
　また、制御部５１０のユーザ情報生成部５１６は、ユーザ情報２２３を生成して記憶部
５３０に蓄積するとともに、生成したユーザ情報２２３を定期的に通信部５５０からアプ
リケーション配信サーバ２０に送信させる。
【００８５】
　以上説明した通信端末５０の機能のうち、集積アプリケーションプログラム２２２の実
行処理について、図９、１０のフローチャートに沿って詳細に説明する。
【００８６】
　集積アプリケーションプログラム２２２を示すＩＡＰアイコン５１がユーザにタッチさ
れたとき、制御部５１０は、図９のフローチャートに示す集積アプリケーション実行処理
をスタートする。まず、図１０に示す第１ページ表示処理が実行される（ステップＳ１０
１）。
【００８７】
　推薦情報取得部５１２は、通信部５５０から、アプリケーション配信サーバ２０に対し
て、推薦情報を問い合わせる信号を送信させる（ステップＳ２０１）。これに対して、ア
プリケーション配信サーバ２０から、この通信端末５０宛の新しい推薦情報がないことを
示す信号を受信した場合には（ステップＳ２０２：Ｎｏ）、ステップＳ２０６に進む。一
方、アプリケーション配信サーバ２０から、この通信端末５０宛の新しい推薦情報がある
ことを示す信号を受信した場合には（ステップＳ２０２：Ｙｅｓ）、推薦情報取得部５１
２は通信部５５０に、アプリケーション配信サーバ２０から送信される推薦情報を受信さ
せる（ステップＳ２０３）。ここで、推薦情報とは、この通信端末５０に推薦するサービ
スアプリケーションプログラム２２１を識別するためのアプリケーションＩＤを含む情報
である。
【００８８】
　表示制御部５１３は、推薦情報に含まれるアプリケーションＩＤのサービスアプリケー
ションプログラム２２１のアイコンが第１ページ５２に表示されているか否かを判定する
。（ステップＳ２０４）。つまり、図６（ａ）に示すサービスアプリケーションリスト５
３２を参照し、受信した推薦情報に含まれるアプリケーションＩＤの表示ページの値が１
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（第１ページ）であるか否かを判定する。受信した推薦情報に含まれるアプリケーション
ＩＤに対応する表示ページの値が２だった場合には（ステップＳ２０４：Ｎｏ）、表示ペ
ージの値を１に変更して（ステップＳ２０５）、ステップＳ２０６に進む。
【００８９】
　一方、受信した推薦情報に含まれるアプリケーションＩＤに対応する表示ページの値が
１だった場合には（ステップＳ２０４：Ｙｅｓ）、そのままステップＳ２０６に進む。
【００９０】
　ステップＳ２０６では、第１ページ５２にアイコンを表示しているサービスアプリケー
ションプログラム２２１のうち、未実行の状態でｍ時間経過しているサービスアプリケー
ションプログラム２２１が有るか否かを判定する。具体的には、記憶部５３０のサービス
アプリケーションリスト５３２の最終実行日時の値と、制御部５１０に内蔵される時計を
照会して、表示ページが１となっているアプリケーションＩＤのうち、最終実行日時から
ｍ時間経過しているアプリケーションＩＤの有無を判定する。
【００９１】
　未実行の状態でｍ時間経過しているサービスアプリケーションプログラム２２１がなか
った場合には（ステップＳ２０６：Ｎｏ）、未実行の状態でｎ時間（ｎ＜ｍ）経過してい
るサービスアプリケーションプログラム２２１が有るか否かを判定する（ステップＳ２０
７）。
【００９２】
　未実行の状態でｎ時間経過しているサービスアプリケーションプログラム２２１があっ
た場合には（ステップＳ２０７：Ｙｅｓ）、そのサービスアプリケーションプログラム２
２１のアイコンのアイコンサイズを図７（ｂ）の「観光バス」のように縮小する（ステッ
プＳ２０８）。そして、サービスアプリケーションリスト５３２のアイコンサイズの値を
大から小に変更する。
【００９３】
　未実行の状態でｎ時間経過しているサービスアプリケーションプログラム２２１がなか
った場合には（ステップＳ２０７：Ｎｏ）、そのままステップＳ２１０に進む。
【００９４】
　未実行の状態でｍ時間経過しているサービスアプリケーションプログラム２２１が有っ
た場合には（ステップＳ２０６：Ｙｅｓ）、そのサービスアプリケーションプログラム２
２１の表示ページの値を１から２に変更する（ステップＳ２０９）。つまり、そのサービ
スアプリケーションプログラム２２１のアイコンを第１ページ５２から削除し、第２ペー
ジ５３に追加する。
【００９５】
　そして、第１ページ５２に、サービスアプリケーションリスト５３２の表示ページの欄
が１となっているアプリケーションＩＤのアイコンをすべて表示する（ステップＳ２１０
）。
【００９６】
　図９のフローチャートのステップＳ１０１の第１ページ表示処理が以上の手順で終了す
ると、ユーザの操作部５４０に対する操作が、第２ページ５３を表示させる指示か否かを
判定する（ステップＳ１０２）。すなわち、第１ページ５２が表示されているときに画面
右下のページの端部がタッチされたか否かを判定する。
【００９７】
　ユーザの操作部５４０に対する操作が、第２ページ５３を表示させる指示でなかった場
合には（ステップＳ１０２：Ｎｏ）、その操作が、いずれかのサービスアプリケーション
プログラム２２１の実行指示か否かを判定する（ステップＳ１０３）。すなわち、第１ペ
ージ５２に表示されているサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンのいず
れかがタッチされたか否かを判定する。
【００９８】
　ユーザの操作部５４０に対する操作が、サービスアプリケーションプログラム２２１の
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実行指示であった場合には（ステップＳ１０３：Ｙｅｓ）、サービスアプリケーション実
行部５１４が、図８（ｂ）のような、サービスアプリケーションプログラム２２１のログ
イン画面を表示する（ステップＳ１０４）。ここで、ログイン時にユーザ認証を必要とす
る場合には、記憶部５３０に記憶されている認証情報５３３を使用するためのユーザ確認
を行うために端末暗証番号の入力を促す。
【００９９】
　認証部５１５が、ユーザにより入力された端末暗証番号が正しいと判定した場合には（
ステップＳ１０５：Ｙｅｓ）、記憶部５３０に記憶されている認証情報５３３を参照する
。なお、端末暗証番号は、一度で正しく入力されなかった場合でも、数回入力機会を与え
ても良い。
【０１００】
　ここで、認証情報５３３は図６（ｂ）に示すように、サービスアプリケーションプログ
ラム２２１ごとのユーザＩＤ、パスワードなどを含む。認証部５１５は、認証情報５３３
の中から、実行しようとしているサービスアプリケーションプログラム２２１に対応する
ユーザＩＤ、パスワード等を取得し（ステップＳ１０６）、取得した情報を通信部５３０
から、そのサービスアプリケーションプログラム２２１の提供元の企業サーバ１０に送信
する（ステップＳ１０７）。
【０１０１】
　企業サーバ１０に送信したユーザＩＤ、パスワードの情報により、認証が成功した場合
には、サービスアプリケーション実行部５１４がそのサービスアプリケーションプログラ
ム２２１を引き続き実行する（ステップＳ１０８）。
【０１０２】
　ステップＳ１０３で、ユーザの操作部５４０に対する操作が、サービスアプリケーショ
ンプログラム２２１の実行指示でなかった場合や（ステップＳ１０３：Ｎｏ）、ステップ
Ｓ１０５で端末暗証番号入力による認証が成功しなかった場合には（ステップＳ１０５：
Ｎｏ）、ステップＳ１１７に進む。ステップＳ１１７ではユーザの操作部５４０に対する
操作が、終了処理であるか否かを判定する。終了処理であった場合には（ステップＳ１１
７：Ｙｅｓ）処理を終了し、終了処理でなかった場合には（ステップＳ１１７：Ｎｏ）、
ステップＳ１０１に戻る。
【０１０３】
　ステップＳ１０２で、ユーザの操作部５４０に対する操作が、第２ページ５３の表示指
示であった場合には（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ）、アプリケーション取得部５１１は、
通信部５５０から、アプリケーション配信サーバ２０に対して、サービスアプリケーショ
ン更新情報の問い合わせる信号を送信させる（ステップＳ１０９）。これに対して、アプ
リケーション配信サーバ２０から、新たなサービスアプリケーションプログラム２２１や
既存のサービスアプリケーションの更新プログラムからなる更新情報がないことを示す信
号を受信した場合には（ステップＳ１１０：Ｎｏ）、ステップＳ１１２に進む。一方、ア
プリケーション配信サーバ２０から、新たなサービスアプリケーションプログラム２２１
や既存のサービスアプリケーションの更新プログラムがあることを示す信号を受信した場
合には（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、アプリケーション取得部５１１はアプリケーショ
ン配信サーバ２０からその更新情報を受信して（ステップＳ１１１）、新たなサービスア
プリケーションプログラム２２１やアイコン画像を記憶部５３０に保存したり、既存のサ
ービスアプリケーションプログラム２２１を更新する。そのとき、記憶部５３０のサービ
スアプリケーションリスト５３２にも追加する。その後、サービスアプリケーションリス
ト５３２の表示ページが２となっているサービスアプリケーションプログラム２２１のア
イコンを第２ページ５３に表示させる（ステップＳ１１２）。
【０１０４】
　次に、第２ページ５３が画面表示されている状態で、ユーザが操作部５４０を操作する
ことにより、いずれかのサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンが選択さ
れているか否かを判定する（ステップＳ１１３）。ある特定のサービスアプリケーション
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プログラム２２１のアイコンが選択されている場合（ステップＳ１１３：Ｙｅｓ）、図７
（ｄ）に示すようなサブメニューを表示させる（ステップＳ１１４）。サブメニューのう
ち、第１ページ５２への表示変更指示が有るか否かを判定し（ステップＳ１１５）、第１
ページ５２への表示変更指示がメニュー選択された場合は（ステップＳ１１５：Ｙｅｓ）
、選択したアイコンのサービスアプリケーションプログラム２２１の表示ページの値を２
から１に変更して（ステップＳ１１６）そのアイコンを第２ページ５３から消滅させる。
【０１０５】
　ステップＳ１１３で、何れのサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンも
選択されなかったり（ステップＳ１１３：Ｎｏ）、ステップＳ１１５でサービスメニュー
のうち、第１ページ５２への表示変更指示がなされなかった場合には（ステップＳ１１５
：Ｎｏ）、ステップＳ１１７に進む。そして、ユーザの操作部５４０に対する操作が、終
了処理であった場合には（ステップＳ１１７：Ｙｅｓ）処理を終了し、終了処理でなかっ
た場合には（ステップＳ１１７：Ｎｏ）、ステップＳ１０１に戻る。
【０１０６】
　以上説明したように、本実施形態において、通信端末５０は、企業サーバ１０が提供す
る複数のサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンを第１ページ５２と第２
ページ５３のいずれか一方に表示させ、第２ページ５３に表示されていたアイコンのサー
ビスアプリケーションプログラム２２１のうち、ユーザの操作又はアプリケーション配信
サーバから受信した推薦情報に基づいて選択したサービスアプリケーションプログラム２
２１のアイコンを第２ページから削除して第１ページに追加し、第１ページに表示された
サービスアプリケーションプログラム２２１を選択して実行させることとした。
【０１０７】
　これにより、集積アプリケーションプログラム２２２実行時の第１ページ５２には、実
行する可能性の高いアプリケーションのアイコンのみを表示することにより、ユーザが必
要なアプリケーションを容易に選択して実行させることができる。
【０１０８】
　（実施形態２）
　以下、本発明の実施形態２について図１１、１２を参照して詳細に説明する。
【０１０９】
　本実施形態２に係るアプリケーション配信システム１は、実施形態１と同様のシステム
構成を有しており、制御部５１０の処理内容等が実施形態１と異なる。
【０１１０】
　本実施形態２では、通信端末５０のメインページにあるＩＡＰアイコンをタッチするこ
とで、集積アプリケーションプログラム２２２を実行したとき、図１１に示すように、第
０～２ページの３ページで構成されているように表示される。
【０１１１】
　第１ページ５２には、アプリケーション配信サーバ２０から受信する推薦情報に基づい
て選択されたサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンが表示され、第０ペ
ージ５５には、第１ページ５２、第２ページ５３に表示されていたアイコンのうち、ユー
ザが選択したサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンのみが表示される。
また、第２ページ５３には第０ページ５５、第１ページ５２に表示されているアイコンの
サービスアプリケーションプログラム２２１以外のサービスアプリケーションプログラム
２２１のアイコンが表示される。すなわち、記憶部５３０に記憶されているサービスアプ
リケーションリスト５３２には、表示ページの値として０、１、２のいずれかのページが
格納される。
【０１１２】
　以上説明したページ構成を有する集積アプリケーションプログラム２２２の実行処理に
ついて、図１２のフローチャートに沿って詳細に説明する。集積アプリケーションプログ
ラム２２２のＩＡＰアイコン５１がユーザにタッチされたとき、制御部５１０は、図１２
のフローチャートに示す集積アプリケーション実行処理をスタートする。
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【０１１３】
　まず、第０ページ５５を表示する。第０ページ５５には、サービスアプリケーションリ
スト５３２の表示ページの値が０であるサービスアプリケーションプログラム２２１のア
イコンが表示されるが、初期状態においては第０ページ５５には何も表示されていない（
ステップＳ４０１）。その後、ユーザの操作部５４０に対する操作が、第１ページ５２を
表示させる指示か否かを判定する（ステップＳ４０２）。すなわち、第０ページ５５が表
示されているときに画面右下がタッチされ第１ページ５２を選択する指示がなされたか否
かを判定する。ユーザの操作部５４０に対する操作が、第１ページ５２を表示させる指示
でなかった場合には（ステップＳ４０２：Ｎｏ）、図９のステップＳ１０２以降の処理を
実行する。
【０１１４】
　一方、ユーザの操作部５４０に対する操作が、第１ページ５２を表示させる指示であっ
た場合には、図１０に示す第１ページ表示処理が実行される。そして、第１ページ５２を
画面表示されている状態で、ユーザが操作部５４０を操作していずれかのサービスアプリ
ケーションプログラム２２１のアイコンが選択されているか否かを判定する（ステップＳ
４０４）。ある特定のサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンが選択され
ている場合（ステップＳ４０４：Ｙｅｓ）、図７（ｄ）に示すようなサブメニューを表示
させる（ステップＳ４０５）。サブメニューのうち、第０ページ５５への表示変更指示が
有るか否かを判定し（ステップＳ４０６）、第０ページ５５への表示変更指示がメニュー
選択された場合は（ステップＳ４０６：Ｙｅｓ）、サービスアプリケーションリスト５３
２において選択したアイコンに対応する表示ページの値を１から０に変更して（ステップ
Ｓ４０７）そのアイコンを第１ページ５２から消滅させる。
【０１１５】
　第１ページ５２を表示させてから一定時間以内に、ステップＳ４０４で、何れのサービ
スアプリケーションプログラム２２１のアイコンも選択されなかったり（ステップＳ４０
４：Ｎｏ）、ステップＳ４０６でサービスメニューのうち、第０ページ５５への表示変更
指示がなかった場合には（ステップＳ４０６：Ｎｏ）、図９のステップＳ１０２以降の処
理を実行する。
【０１１６】
　図９のステップＳ１０２以降の処理内容は、実施形態１と同様である。ただし、ステッ
プＳ１１５、１１６では、選択したアイコンのサービスアプリケーションプログラム２２
１の表示ページを２から１に変更する処理を行うとしているが、選択したアイコンのサー
ビスアプリケーションプログラム２２１の表示ページを２から０に変更するとしてもよい
。
【０１１７】
　図９のステップＳ１１７まで処理が進み、ステップＳ１１７で、ユーザの操作部５４０
に対する操作が、終了処理であった場合には（ステップＳ１１７：Ｙｅｓ）処理を終了し
、終了処理でなかった場合には（ステップＳ１１７：Ｎｏ）、ステップＳ４０１に戻る。
【０１１８】
　以上説明したように、本実施形態においては、第１ページ５２に、アプリケーション配
信サーバ２０から受信した推薦情報に基づいて選択されたサービスアプリケーションプロ
グラム２２１のアイコンを表示させ、第２ページ５３に、その他のサービスアプリケーシ
ョンプログラム２２１のアイコンを表示させ、第０ページ５５には、第１ページ５２、第
２ページ５３に表示されていたサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンか
らユーザの操作により選択されたアイコンのみを表示することとした。これにより、実行
する可能性が高いと予測されたアプリケーションのうち、ユーザが選択したアプリケーシ
ョンのアイコンのみを第０ページ５５に表示させることとなり、ユーザが必要と判断した
アプリケーションのみを容易に選択して実行させることができる。
【０１１９】
　（実施形態３）
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　以下、本発明の実施形態３について図１３乃至１５を参照して詳細に説明する。
【０１２０】
　本実施形態３に係るアプリケーション配信システム１は、実施形態１と同様のシステム
構成を有している。
【０１２１】
　本実施形態３では、通信端末５０のメインページにあるＩＡＰアイコン５１をタッチす
ることで、集積アプリケーションプログラム２２１を実行したとき、図１３に示すように
、第１～３ページの３ページで構成されている態様で表示される。
【０１２２】
　第１ページ５２には、実施形態１におけるサービスアプリケーションプログラム２２１
のアイコンに加え、ユーザを示すユーザアイコンが表示されている。ユーザアイコンとは
、通信端末５０の主たるユーザであるオーナーや、オーナーが承認したユーザに対応する
ものである。ユーザ情報２２３には、ユーザの名前やアプリケーション配信サーバ２０か
ら付された一意のＩＤ等の識別情報や、年齢、性別等の属性情報を含む情報がユーザ毎に
記憶されており、このユーザ毎の情報に対応してユーザアイコンが登録されている。ユー
ザアイコンは、そのユーザの写真等、ユーザが判定できる任意の画像から構成される。
【０１２３】
　このユーザアイコンが表示されている箇所をタッチすることにより、そのユーザアイコ
ンが示すユーザの情報を閲覧できるようにしてもよい。
【０１２４】
　第１ページ５２には、図１３（ａ）に示すように、ユーザが使用するために選択したサ
ービスアプリケーションプログラム２２１や、アプリケーション配信サーバ２０から受信
した推薦情報を元に選択されたサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンが
表示され、さらに、通信端末５０のオーナーを示すユーザアイコン、及び、登録された全
ユーザアイコンのうち、オーナーが選択したユーザを示すアイコンが表示されている。
【０１２５】
　図１３に示す例では、宅配サービスを提供する企業のサービスアプリケーションプログ
ラム２２１のアイコンと、警備サービスを提供する企業のサービスアプリケーションプロ
グラム２２１のアイコンと、通信端末５０の「オーナー」を示すユーザアイコンと、「長
女」を示すユーザアイコンが表示されている。
【０１２６】
　第２ページ５３には、図１３（ｂ）に示すように、第１ページ５２に表示されていない
全てのサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンが表示される。画面には、
通常第１ページ５２が表示されているが、一時的に第２ページ５３を表示させることがで
きる。第２ページ５３を表示させるためには、画面右下のページの端部を示した箇所をタ
ッチして、第２ページ５３への切り替えを選択する。
【０１２７】
　第３ページ５６には、図１３（ｃ）に示すように、オーナーが承認して登録したユーザ
のうち、第１ページ５２に表示されていないが全てのユーザアイコンが表示される。第３
ページ５６を表示させるためには、画面右下のページの端部を示した箇所をタッチして、
第３ページ５６への切り替えを選択する。
【０１２８】
　第２ページ５３に表示されているサービスアプリケーションプログラム２２１を示すア
イコンは、実施形態１で説明した図９のステップＳ１１３～Ｓ１１６の処理により、第１
ページ５２に表示させるように変更することができる。また、第３ページ５６に表示され
ているユーザアイコンも、図９のステップＳ１１３～Ｓ１１６の処理と同様の処理により
第１ページ５２に表示させるように変更することができる。
【０１２９】
　ユーザが第１ページ５２に表示されているサービスアプリケーションプログラム２２１
を実行させたいときは、図１３（ｄ）に示すように、特定ユーザを示すアイコンをタッチ
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したまま指を移動させることにより、そのユーザアイコンを特定のサービスアプリケーシ
ョンプログラム２２１のアイコンに触れさせるように操作する。これにより、選択したユ
ーザのユーザ情報２２３を使用して、そのサービスアプリケーションプログラム２２１を
実行させることができる。図１３（ｄ）の例では、長女のユーザアイコンを「警備」のア
イコンに触れさせたため、警備サービスを提供する企業のサービスアプリケーションプロ
グラム２２１が実行され、長女の識別情報を、その企業の企業サーバ１０に送信し、企業
サーバ１０より長女の現在位置等の警備に関する情報を取得するなどのサービスを受ける
ことができる。
【０１３０】
　ここで、記憶部５３０に記憶されている認証情報５３３は、図１４に示すように、ユー
ザ毎に各アプリケーションＩＤに対応するユーザＩＤとパスワード等を含んでも良い。こ
の場合、認証部５１５は、選択されているユーザの認証情報５３３を読み出して、その情
報を企業サーバ１０に送信する。
【０１３１】
　本実施形態の構成において、簡易なメッセージ等のデータを送る簡易送信機能を有して
いても良い。この機能は、第１ページ５２に表示されているオーナーのユーザアイコンを
他のユーザアイコンに触れさせたとき、定型文等の送信画面が表示され、ユーザが承認す
ることで、その定型文等のデータを送信するというものである。この機能の例について、
図１５を用いて説明する。
【０１３２】
　図１５の例では、第１ページ５２に「オーナー」と「母」と示されたユーザのユーザア
イコンが表示されている（図１５（ａ））。図１５（ｂ）のように、オーナーのユーザア
イコンを「母」のユーザアイコンに触れさせたとき、予め記憶部５３０に記憶させていた
定型文の送信画面（図１５（ｃ））を表示させる。ここで、定型文は、ユーザそれぞれに
対応して記憶されているものとする。
【０１３３】
　ここで、図１５（ｃ）の画面でユーザが「ＯＫ」をタッチした場合には、その定型文の
データ、「オーナー」の識別情報、「母」の識別情報が、アプリケーション配信サーバ２
０に送信される。アプリケーション配信サーバ２０は、受信した定型文のデータを、「母
」の識別情報が付された通信端末５０、すなわち「母」が所持する通信端末５０に「オー
ナー」からのメッセージとして、送信する。「母」が所持する通信端末５０は、受信した
「オーナー」からの定型文を表示させる。一方、図１５（ｃ）の画面で「他の定型文を送
る」をタッチした場合には、他の定型文の送信画面を表示させる。
【０１３４】
　なお、「オーナー」の通信端末５０からアプリケーション配信サーバ２０を介して「母
」の通信端末５０に送られるデータは、定形文のデータの他、予め設定しておいた画像デ
ータ等任意のデータでもよい。また、定型文等に対し編集する機能を有していてもよい。
また、これらのデータを「オーナー」の通信端末５０から「母」の通信端末５０に送る通
信手段は、上記のアプリケーション配信サーバ２０を介する手段に限定されず、既存の電
子メール機能やインターネット電話機能を利用するなど等、任意の手段でよい。
【０１３５】
　以上説明したように、本実施形態においては、第１ページ５２に、選択されたサービス
アプリケーションプログラム２２１のアイコンとユーザアイコンを表示させ、ユーザアイ
コンをサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンに触れさせたことを検知し
たときには、そのユーザの情報を用いてサービスアプリケーションプログラム２２１を実
行させることとした。これにより、オーナー以外のユーザに関連した情報の取得などのサ
ービスを受けることができる。
【０１３６】
　また、第１ページ５２に表示したオーナーのユーザアイコンを他のユーザアイコンに触
れさせたことを検知したときには、定型文等のデータを送信することとした。これにより
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、簡易な操作でデータ送信させる機能を付随させることができる。
【０１３７】
　このように本発明は、複数のアプリケーションのアプリケーション指標を第１の表示ペ
ージと第２の表示ページのいずれか一方に表示させ、サーバから受信する推薦情報に基づ
いて、第２の表示ページに表示されている複数のアプリケーション指標から選択したアプ
リケーション指標を第２の表示ページから消滅させて、第１の表示ページに表示させるよ
うにし、第１の表示ページに表示されている表示指標をユーザが選択操作したことを検知
するとその表示指標が示すアプリケーションを実行することとした。これにより、ユーザ
が必要なアプリケーションを容易に選択して実行させることができる。
【０１３８】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲での種々
の変更は勿論可能である。
【０１３９】
　例えば、実施形態１では、サービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンのう
ち、第１ページ５２に表示されないサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコ
ンを第２ページ５３に全て表示するとしたが、一部のみを表示させてもよい。また、第２
ページ以降の複数のページに表示させてもよい。これにより、多くのサービスアプリケー
ションプログラム２２１を記憶している場合には、抜粋したり分類させて表示させること
で、ユーザによる選択が容易になる。また、第１ページ５２、第２ページ５３を重ねた態
様で表示するとしたが、第１ページをスクロールすることにより、下方から第２ページが
現れるようにするなど、ページの表示方法は任意である。
【０１４０】
　また、アプリケーション配信サーバ２０から集積アプリケーションプログラム２２２を
ダウンロード、インストールする際に、全てのサービスアプリケーションプログラム２２
１をダウンロードして記憶部５３０に記憶するとしたが、集積アプリケーションプログラ
ム２２２のインストール時には、サービスアプリケーションプログラム２２１のアイコン
のみをダウンロードして第２ページ５３に表示させ、特定のアイコンを第２ページ５３か
ら第１ページ５２へ表示変更するときに、そのアイコンが示すサービスアプリケーション
プログラム２２１をダウンロードするようにしてもよい。これにより、記憶部５３０に記
憶するデータの容量を削減することができる。
【０１４１】
　また、アプリケーション配信サーバ２０が通信端末５０に対して送信する推薦情報は、
各通信端末５０に対応した推薦情報であるとしたが、推薦情報は、特定のサービスアプリ
ケーションプログラム２２１とそのアプリケーションを使用するユーザの一般的な属性を
示した情報を対応させたものでもよい。例えば、幼児向けの音楽教室のサービスアプリケ
ーションと、子供の年齢が３～６歳という情報を対応付けた情報を推薦情報としても良い
。この推薦情報を受信した通信端末５０の記憶部５３０に記憶するユーザ情報２２３が、
前記推薦情報に一致する情報を含んでいた場合に、この推薦情報に係るサービスアプリケ
ーションプログラム２２１のアイコンを第１ページ５２に表示させることとする。これに
より、ユーザの情報を通信端末５０からアプリケーション配信サーバ２０へ送信する処理
を省略することができる。
【０１４２】
　また、第０、１ページに表示されたアイコンのうち、ｎ時間未実行であったサービスア
プリケーションプログラム２２１のアイコンのサイズを小さくするとしたが、頻繁に実行
するサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンのサイズを大きくする機能を
更に有していてもよい。つまり表示制御部５１３は、サービスアプリケーションプログラ
ム２２１が実行された頻度を取得し、実行された頻度の高いサービスアプリケーションプ
ログラム２２１のアイコンのサイズを大きくし、実行された頻度の低いサービスアプリケ
ーションプログラム２２１のアイコンのサイズを小さくする。
【０１４３】
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　また、通信端末５０は、アプリケーション配信サーバ２０から、サービスアプリケーシ
ョンプログラム２２１とともにアイコン画像を受信し、第０ページ５５、第１ページ５２
に表示したアイコンを除く全てのアイコンを第２ページ５３に表示するとしたが、通信端
末５０はアイコンの配列に関する優先度を示す情報もアプリケーション配信サーバ２０か
ら受信し、その情報に基づいて、第２ページ５３におけるアイコンの配列を変えるように
してもよい。例えば、優先度の高いアイコンを第２ページ５３の上方にアイコンサイズを
大きくして表示させ、優先度の低いアイコンを第２ページ５３の下方にアイコンサイズを
小さくして表示させてもよい。あるいは、優先度の高いアイコンを振動させるように表示
する等、そのアイコンに対してユーザの注意を喚起するような任意の表示形態でもよい。
【０１４４】
　この優先度は、例えば、アプリケーション配信サーバ２０が保有するユーザ情報２２３
や、他のユーザのサービスアプリケーションプログラム２２１の実行履歴に基づいて、使
用される可能性の高いものの優先度が高くなるように、アプリケーション配信サーバ２０
の制御部２１０が決定する。
【０１４５】
　また、サービスアプリケーションプログラム２２１は、企業サーバ１０からアプリケー
ション配信サーバ２０へ提供するとしたが、サービスアプリケーションプログラム２２１
は、アプリケーション配信サーバ２０が生成してもよい。
【０１４６】
　また、実施形態３では、第１～第３ページから構成される表示態様としたが、実施形態
２の第０ページに相当するページを追加し、アプリケーション配信サーバ２０から受信し
た推薦情報に基づいて選択されたサービスアプリケーションプログラム２２１のうち、ユ
ーザが選択したサービスアプリケーションプログラム２２１のアイコンのみを第０ページ
に表示させるようにしてもよい。
【０１４７】
　また、上記実施形態のＣＰＵが実行したプログラムを、既存の携帯電話やスマートフォ
ン等の端末に適用することで、当該端末を本発明に係る通信端末として機能させることも
可能である。
【０１４８】
　このようなプログラムの配布方法は任意であり、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk
 Read-Only Memory）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）、ＭＯ（Magneto Optical Dis
k）、メモリカード等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して配布してもよい
し、携帯電話網やインターネット等の通信ネットワークを介して配布してもよい。
【符号の説明】
【０１４９】
　１…アプリケーション配信システム
　１０…企業サーバ
　２０…アプリケーション配信サーバ
　２１０…制御部
　２１１…サービスアプリケーションプログラム取得部
　２１２…アプリケーション出力部
　２１３…ユーザ情報取得部
　２１４…推薦情報生成部
　２２０…記憶部
　２２１…サービスアプリケーションプログラム
　２２２…集積アプリケーションプログラム
　２２３…ユーザ情報
　２２４…サービス利用者属性情報
　２３０…通信部
　２４０…操作部
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　３０…基地局
　４０…ネットワーク
　５０…通信端末
　５１０…制御部
　５１１…アプリケーション取得部
　５１２…推薦情報取得部
　５１３…表示制御部
　５１４…サービスアプリケーション実行部
　５１５…認証部
　５１６…ユーザ情報生成部
　５２０…表示部
　５３０…記憶部
　５３２…サービスアプリケーションリスト
　５３３…認証情報
　５４０…操作部
　５５０…通信部
　５１…ＩＡＰアイコン
　５２…第１ページ
　５３…第２ページ
　５４…サブメニュー
　５５…第０ページ
　５６…第３ページ
　６０…広告

【図１】 【図２】



(26) JP 2013-238994 A 2013.11.28

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(27) JP 2013-238994 A 2013.11.28

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(28) JP 2013-238994 A 2013.11.28

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(29) JP 2013-238994 A 2013.11.28
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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月11日(2013.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　前記記憶手段は、前記複数のアプリケーションのプログラムを実行させるための集積ア
プリケーションのプログラムを更に記憶し、
　前記集積アプリケーションのプログラムの実行により、前記受信手段が前記推薦情報を
受信し、前記表示手段が前記アプリケーション指標を表示し、前記アプリケーション実行
手段が選択されたアプリケーションのプログラムを実行するようにしてもよい。
　前記受信手段は、前記複数のアプリケーションのアプリケーション指標を表示する優先
度を示す優先度情報を前記サーバから受信し、
　前記表示手段は、前記優先度情報に基づいて、前記優先度の高いアプリケーション指標
の大きさを大きくするか又は表示位置を画面の上方とし、前記優先度の低いアプリケーシ
ョン指標の大きさを小さくするか又は表示位置を画面の下方とするようにしてもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶手段と、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手段と、
　第１の表示ページと第２の表示ページを有し、前記第１の表示ページと前記第２の表示
ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替えが可能であり、前記複数のアプ
リケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１の表示ページと前記第２の
表示ページの一方に表示する表示手段と、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手段と、を有する通信端末であって、
　前記表示手段は、前記受信手段で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーシ
ョンのアプリケーション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケ
ーション指標を前記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する
、
ことを特徴とする通信端末。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、当該アプリケーション
のアプリケーション指標を前記第１の表示ページから消滅させて、前記第２の表示ページ
に表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、前記アプリケーション
指標の大きさを小さくし、更に所定の期間実行されなかった場合には、当該アプリケーシ
ョンのアプリケーション指標を前記第１の表示ページから消滅させて、前記第２の表示ペ
ージに表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに表示したアプリケーション指標が示すアプリ
ケーションのプログラムが実行された頻度を取得し、前記実行された頻度の高いプログラ
ムのアプリケーション指標の大きさを大きくし、前記実行された頻度の低いプログラムの
アプリケーション指標の大きさを小さくする、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項５】
　前記記憶手段は、前記通信端末の主たるユーザを識別する主ユーザ情報と、前記主たる
ユーザ以外の者であって前記主たるユーザが承認する第三者を識別する第三者情報を更に
記憶し、
　前記表示手段は、前記第１の表示ページに、前記主ユーザ情報に対応する主ユーザ指標
と、前記第三者情報に対応する第三者指標を更に表示し、前記主ユーザ指標又は前記第三
者指標は、ユーザの操作に基づいて、前記第１の表示ページにおいて移動させることが可
能であり、
　前記アプリケーション実行手段は、前記表示手段が、前記主ユーザ指標又は前記第三者
指標を前記アプリケーション指標のいずれかに接触させるように移動させた場合に、当該
アプリケーション指標が示すアプリケーションのプログラムを前記主ユーザ情報又は前記
第三者情報を用いて実行させる、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項６】
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶手段と、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
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送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手段と、
　第０の表示ページと第１の表示ページと第２の表示ページを有し、前記第０の表示ペー
ジと前記第１の表示ページと前記第２の表示ページのいずれか１ページを表示し他のペー
ジを非表示とする表示の切り替えが可能であり、前記複数のアプリケーションを示すアプ
リケーション指標をそれぞれ前記第０の表示ページと前記第１の表示ページと第２の表示
ページのいずれか１ページに表示する表示手段と、
　前記第０の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手段と、を有する通信端末であって、
　前記受信手段で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリケー
ション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標を前
記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示し、ユーザの操作に基
づいて特定されたアプリケーションのアプリケーション指標を第１又は第２の表示ページ
に表示している場合には、当該アプリケーション指標を前記第１又は第２の表示ページか
ら消滅させて、前記第０の表示ページに表示する、
ことを特徴とする通信端末。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は第１の表示ページに表示したアプリケーシ
ョン指標が示すアプリケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、
当該アプリケーションのアプリケーション指標を前記第０の表示ページ又は第１の表示ペ
ージから消滅させて、前記第２の表示ページに表示する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の通信端末。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は第１の表示ページに表示したアプリケーシ
ョン指標が示すアプリケーションのプログラムが所定の期間実行されなかった場合には、
前記アプリケーション指標の大きさを小さくし、更に所定の期間実行されなかった場合に
は、当該アプリケーションのアプリケーション指標を前記第０の表示ページ又は第１の表
示ページから消滅させて、前記第２の表示ページに表示する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の通信端末。
【請求項９】
　前記表示手段は、前記第０の表示ページ又は前記第１の表示ページに表示したアプリケ
ーション指標が示すアプリケーションのプログラムが実行された頻度を取得し、前記実行
された頻度の高いプログラムのアプリケーション指標の大きさを大きくし、前記実行され
た頻度の低いプログラムのアプリケーション指標の大きさを小さくする、
　ことを特徴とする請求項６に記載の通信端末。
【請求項１０】
　前記記憶手段は、前記通信端末の主たるユーザを識別する主ユーザ情報と、前記主たる
ユーザ以外の者であって前記主たるユーザが承認する第三者を識別する第三者情報を更に
記憶し、
　前記表示手段は、前記第０の表示ページに、前記主ユーザ情報に対応する主ユーザ指標
と、前記第三者情報に対応する第三者指標を更に表示し、前記主ユーザ指標又は前記第三
者指標は、ユーザの操作に基づいて、前記第０の表示ページにおいて移動させることが可
能であり、
　前記アプリケーション実行手段は、前記表示手段が、前記主ユーザ指標又は前記第三者
指標を前記アプリケーション指標のいずれかに接触させるように移動させた場合に、当該
アプリケーション指標が示すアプリケーションのプログラムを前記主ユーザ情報又は前記
第三者情報を用いて実行させる、
　ことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項１１】
　前記記憶手段は、各アプリケーションのプログラム実行の可否を判定するために用いる



(32) JP 2013-238994 A 2013.11.28

認証情報を更に記憶し、
　前記アプリケーション実行手段は、アプリケーションのプログラムを実行する時に、当
該アプリケーションの前記認証情報を前記記憶手段から取得し、取得した前記認証情報を
用いて当該アプリケーションの認証処理を実行する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４、６乃至９のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項１２】
　前記記憶手段には、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報それぞれに対応して、各アプ
リケーションのプログラム実行の可否を判定するために用いる認証情報を更に記憶し、
　前記アプリケーション実行手段は、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報を用いてアプ
リケーションのプログラムを実行する時に、前記主ユーザ情報又は前記第三者情報に対応
する、当該アプリケーションの認証情報を前記記憶手段から取得し、取得した前記認証情
報を用いて当該アプリケーションの認証処理を実行する、
　ことを特徴とする請求項５又は１０に記載の通信端末。
【請求項１３】
　前記アプリケーション実行手段は、前記認証情報を前記記憶手段から取得する前に、前
記認証情報の取得を許可するか否かを判定するためにユーザに所定の操作をすることを促
す画面を前記表示手段に表示させ、それに対するユーザの操作が予め定めた操作であった
場合に前記認証情報を前記記憶手段から取得する、
　ことを特徴とする請求項１１又は１２に記載の通信端末。
【請求項１４】
　前記記憶手段は、前記複数のアプリケーションのプログラムを実行させるための集積ア
プリケーションのプログラムを更に記憶し、
　前記集積アプリケーションのプログラムの実行により、前記受信手段が前記推薦情報を
受信し、前記表示手段が前記アプリケーション指標を表示し、前記アプリケーション実行
手段が選択されたアプリケーションのプログラムを実行する、
　ことを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項１５】
　前記受信手段は、前記複数のアプリケーションのアプリケーション指標を表示する優先
度を示す優先度情報を前記サーバから受信し、
　前記表示手段は、前記優先度情報に基づいて、前記優先度の高いアプリケーション指標
の大きさを大きくするか又は表示位置を画面の上方とし、前記優先度の低いアプリケーシ
ョン指標の大きさを小さくするか又は表示位置を画面の下方とする、
　ことを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の通信端末。
【請求項１６】
　前記アプリケーション実行手段は、前記主ユーザ指標を前記第三者指標のいずれかに接
触させるように移動させた場合に、予め定めたメッセージデータ又は画像データを前記第
三者の通信端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項５又は１０に記載の通信端末。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の通信端末と、
　前記通信端末に、複数のアプリケーションのプログラムと、前記複数のアプリケーショ
ンの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を送信するサーバと、
　を有するアプリケーション配信システムであって、
　前記サーバは、前記通信端末から要求があったときに、前記通信端末に、新規のアプリ
ケーションのプログラムあるいは更新されたアプリケーションのプログラム、又は、前記
推薦情報を前記通信端末に送信する、
　ことを特徴とするアプリケーション配信システム。
【請求項１８】
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶する記憶ステップと、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
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送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信ステップと、
　第１の表示ページと第２の表示ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替
えを行い、前記複数のアプリケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１
の表示ページと前記第２の表示ページの一方に表示する表示ステップと、
　前記受信ステップで受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリ
ケーション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標
を前記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する指標表示変更
ステップと、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行ステップと、
　を有することを特徴とするアプリケーション実行方法。
【請求項１９】
　複数のアプリケーションのプログラムを記憶するコンピュータに、
　前記複数のアプリケーションの中から選択したアプリケーションを推薦する推薦情報を
送信するサーバから、前記推薦情報を受信する受信手順と、
　第１の表示ページと第２の表示ページの一方を表示し他方を非表示とする表示の切り替
えを行い、前記複数のアプリケーションを示すアプリケーション指標をそれぞれ前記第１
の表示ページと前記第２の表示ページの一方に表示する表示手順と、
　前記受信手順で受信した推薦情報に基づいて特定されたアプリケーションのアプリケー
ション指標を第２の表示ページに表示している場合には、当該アプリケーション指標を前
記第２の表示ページから消滅させて、前記第１の表示ページに表示する指標表示変更手順
と、
　前記第１の表示ページに表示されたアプリケーション指標のアプリケーションの中から
選択されたアプリケーションのプログラムを前記記憶手段から読み出して実行するアプリ
ケーション実行手順と、
　を実行させるためのプログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】



(34) JP 2013-238994 A 2013.11.28

【図１２】
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